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東京大学医学部附属病院消化器内科にて 

エピゲノム解析・網羅的遺伝子発現解析に基づいて 

自己免疫性胃炎の病態解明を目指す 

多施設共同横断・前向き研究に参加された方へ 
 

当院では自己免疫性胃炎の病態解明を目指し、多施設共同横断・前向き研究を行って

おります。 

2025 年の倫理審査申請変更で、研究期間が延長になりました。研究への協力を途中

でおやめになりたい場合は、2026 年 3 月 31 日までに末尾に記載の問い合わせ先までご

連絡ください。 

研究に参加いただけない場合でも、将来にわたって不利益が生じることはありません。 

ご連絡をいただかなかった場合、ご了承いただいたものとさせていただきます。 

 

【研究課題】 

エピゲノム解析・網羅的遺伝子発現解析に基づいて自己免疫性胃炎の病態解明を目指

す多施設共同横断・前向き研究（審査番号 2019173G ）  

 

【研究機関名及び本学の研究責任者氏名】 

この研究が行われる研究機関と研究責任者は次に示すとおりです。 

 研究機関 東京大学医学部附属病院予防医学センター 

 研究責任者 センター長・山道信毅 

担当業務：研究監督・データ管理・データ解析 

 

【共同研究機関】 

主任研究施設 東京大学医学部附属病院 予防医学センター 

 研究責任者 センター長・山道信毅 

 担当業務 研究監督・研究実施・データ収集・データ解析・データ管理 

共同研究施設  国立がん研究センター研究所・エピゲノム解析分野 

研究責任者 分野長 牛島俊和  

担当業務 研究実施・データ解析・データ管理 

共同研究施設 岡山大学バイオバンク 

 研究責任者 准教授 冨田秀太  

担当業務 研究実施・データ解析指導 

共同研究施設 JCHO 滋賀病院・総合診療科 

研究責任者 部長 中島滋美 

担当業務 研究実施・データ収集 

共同研究施設 奈良県立医科大学・消化器/内分泌代謝内科 

研究責任者 講師 赤羽たけみ  

担当業務 研究実施・データ収集 

共同研究施設 浜松医科大学・臨床研究管理センター 

研究責任者 病院教授 古田隆久  
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担当業務 研究実施・データ収集 

共同研究施設 徳島県総合健診センター  

研究責任者 診療部医長 青木利佳  

担当業務 研究実施・データ収集 

共同研究施設 四谷メディカルキューブ・消化器内科  

研究責任者 部長 伊藤慎芳  

担当業務 研究実施・データ収集 

共同研究施設 湘南鎌倉総合病院 消化器病センター 

研究責任者 部長 佐々木亜希子  

担当業務 研究実施・データ収集 

共同研究施設 藤田医科大学医学部・臨床検査科 

 研究責任者 講師 櫻井浩平  

担当業務 研究実施・データ解析指導・協力 

 

この研究に利用する試料、資料・情報は共同研究機関の範囲のみで利用されます。 

 

【研究期間】 

研究承認後、2030 年 3月 31 日まで（横断研究） 

研究承認後、2030 年 3月 31 日まで（前向き観察研究） 

本研究は長期にわたる研究を計画しています。記載の研究期間終了後も継続する

場合は、研究期間延長の申請を行う予定です。 

 

【対象となる方】 

 本研究は、上部消化管内視鏡検査を受ける方で、自己免疫性胃炎、もしくは、ヘリコ

バクターピロリ菌感染胃炎と診断された方、および、自己免疫性胃炎・ヘリコバクター

ピロリ菌感染胃炎のいずれもない方が対象になります。 

 

【研究目的・意義】 

この研究は、あなたの胃粘膜から「遺伝子」を抽出して解析することを通じ、人の体質

をより詳細に把握することを目指すものです。「遺伝子」とは、人間の身体を作る設計

図にあたるものです。人間の身体は、約 60 兆個の細胞からなっていますが、遺伝子は、

細胞一個一個の中の「核」という部分に入っています。人間の身体は、この遺伝子の指

令に基づいて成長、維持されています。人間の身体は、この遺伝子の指令に基づいて成

長・維持されており、多くの病気はこの遺伝子と、生活の仕方等の環境要因の両方の影

響からおこると言われています。 

近年、がんや糖尿病、高血圧などの生活習慣病は、食事や喫煙などの生活習慣だけでな

く、生まれながらの体質（遺伝的素因）にも影響されることが分かってきました。そこ

で、病気に関係する体質（遺伝的素因）を、遺伝子そのものを調べることで解明しよう

とする調査が、急速に進んでいます。遺伝子自体の生まれつきの変化や異常を調べる研

究、遺伝子の働き方を調べる研究、さまざまな種類の研究がありますが、本研究「エピ

ゲノム解析・網羅的遺伝子発現解析に基づいて自己免疫性胃炎の病態解明を目指す多施

設共同横断・前向き研究」では、主に「遺伝子の働き方」による個人差を調べて、これ

が病気のなりやすさや病気の症状の程度とどのように関係しているかについて、解明を

目指すものです。 

本研究では、研究に参加された皆様の胃粘膜でどのような遺伝子の働きの変化が起き

ているか、自己免疫性胃炎を有する方、ならびに、ヘリコバクター・ピロリ感染胃炎を

有する方、自己免疫性胃炎・ヘリコバクターピロリ菌感染胃炎のいずれもない方を対象
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として、解析を行います。今回の研究により、自己免疫性胃炎に伴う様々な遺伝子の働

き方の変化・異常を正確に理解できるようになることが期待され、同時に行うヘリコバ

クター・ピロリ感染胃炎の遺伝子の働き方の解明を比較することによって、2 つのタイ

プの慢性胃炎の病態を明らかにするとともに、将来的な胃癌予防に応用できる可能性が

期待されます。 

 

【研究の方法】 

本研究は、上部消化管内視鏡検査を受ける方で、自己免疫性胃炎、もしくは、ヘリコ

バクターピロリ菌感染胃炎と診断された方、および、自己免疫性胃炎・ヘリコバクター

ピロリ菌感染胃炎のいずれもない方が対象になります。上部消化管内視鏡検査にて、2

つのタイプの胃炎における様々な遺伝子の働きを評価するために、胃粘膜の組織を通常

の内視鏡的生検にて採取します。なお、自己免疫性胃炎・ヘリコバクターピロリ菌感染

胃炎のいずれもない方は、本来は内視鏡的生検は必要ではありませんが、本研究のため

に胃粘膜の組織を通常の内視鏡的生検にて採取します。日常臨床では、胃炎評価のため

に胃粘膜の組織検体を 2～5 個採取することがしばしば行われますが、本研究では、胃

体中部（または胃体下部）大彎より組織検体（約 10mg）を 2個採取します。通常内視鏡

検査及び生検に伴う身体への危険性に関しては出血や穿孔などの報告がありますが、い

ずれも 0.5%以下と報告されています。今回の研究で行われる内視鏡的生検は通常の診

断・治療の一環として行われる内視鏡検査を施行する際に行うものであり、それ自体に

伴う身体への危険性の増加はほとんどありません。また解析に必要な十分量の検体が採

取できない場合には、診断・治療目的に採取された検体を使用する場合があります。 

当研究に同意いただいた参加者の胃粘膜の組織に含まれる RNA と DNA という遺伝子

を取り出し、これを調べます。対象となる遺伝子は、疾患との関連が考えられる全遺伝

子で、mRNA microarray という手法、及び、DNA メチル化アレイを用いて、多くの遺伝

子の働き方を解析します。途中でよりよい解析方法が確立された場合は、本研究に加え

る可能性があります。個人情報は特定不能にした上で、研究参加者の組織検体は東京大

学医学部附属病院と国立がん研究センターに送付され、それぞれの研究施設で、各遺伝

子の働きを統計学的手法で解析します。 

本研究は東京大学医学部附属病院を主施設とする多施設共同研究として行われ、140

人に対する遺伝子評価を行う予定です。なお、研究計画書や研究の方法に関する資料を

入手・閲覧して、研究内容を詳しくお知りになりたい場合は、末尾の連絡先にお問い合

わせください。他の研究参加者の個人情報等の保護や研究の独創性確保に支障がない範

囲でご提供させていただきます。 

 

【個人情報の保護】 

この研究に関わる成果は、他の関係する方々に漏えいすることのないよう、慎重に取

り扱う必要があります。 

 あなたの人体試料や情報・データは、解析する前に氏名・住所・生年月日等の個人情

報を削り、代わりに新しく符号をつけ、どなたのものか分からないようにします。個人

情報は、個人情報管理担当者のみ使用できるパスワードロックをかけたパソコンにて厳

重に保管します。必要な場合には、この符号をもとの氏名等に戻す操作を行うこともで

きますが、原則は行いません。 

個人が特定できないように処理をされた上で、得られた「遺伝子の働き方」の情報は、

東京大学医学部附属病院予防医学センターと国立がん研究センター研究所エピゲノム

解析分野において、管理者のみが使用できるパスワードロックをかけたパソコンで厳重

に保管します。 
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 この研究のためにご自分の試料や情報・データ等を使用してほしくない場合は下記の

問い合わせ先に 2026 年 3 月 31 日までに連絡ください。研究に参加いただけない場合で

も、将来にわたって不利益が生じることはありません。 

ご連絡をいただかなかった場合、ご了承いただいたものとさせていただきます。 

 

 研究の成果は、あなたの氏名等の個人情報が明らかにならないようにした上で、学

会発表や学術雑誌及びデータベース上等で公表します。また、個人的なお問い合わせが

あった場合、個人的な結果についてお伝えいたします。研究で行った検査の結果、あな

たに予期せぬ結果が出た場合、倫理的側面を考慮しお知らせいたします。 

 この研究で得られる遺伝子解析結果は複雑であり、個別の研究参加者にとっての意

味づけがすぐに確立するわけではありません。つまり、研究参加者に即座に有益な情報

をもたらす可能性は現在のところ低いと考えられます。従いまして、すぐに診断や治療

に直結するわけではなく、解析結果を研究参加者の皆様に個別にお伝えすることは通常

ございませんが、病気との関係が発見され、研究参加者の個人がその結果を知ることが

有益であると判断される場合に限って開示します。すぐに役立つわけではないことをご

理解の上、開示を特に希望される場合は、担当医と協議したうえで、ご説明させていた

だく場合もあります。この場合の説明は、ご本人に対してのみ行います。承諾または依

頼なしに第三者に結果を告げることはありません。 

研究で収集したデータは、研究期間終了後5年間、もしくは、論文発表後3年間のどち

らか遅い方までの期間、保管を行った後に、研究主任施設（東京大学医学部附属病院予

防医学センター）、データ解析を行う研究分担施設（国立がん研究センター・エピゲノ

ム解析分野、藤田医科大学）、検体収集を行う研究分担施設の全てで破棄します。また、

この際に各施設で保管している連結のための照合表も破棄します。なお研究データを統

計データとしてまとめたものについてはお問い合わせがあれば開示いたしますので下

記までご連絡ください。 

 

 この研究は、東京大学医学部倫理委員会の承認を受け、東京大学医学部附属病院長

の許可を受けて実施するものです。なお、この研究に関する費用は、東京大学大学院医

学系研究科予防医学センターおよび東京大学大学院医学系研究科・医学部医学系研究科

分野消化器内科研究室の運営費および研究助成金から支出されています。本研究に関し

て、開示すべき利益相反関係はありません。 

尚、あなたへの謝金はございません。 

  

この研究について、わからないことや聞きたいこと、何か心配なことがありましたら、

お気軽に下記の連絡先までお問い合わせください。 

 

2025 年 8月 

 

【問い合わせ先】【連絡先】 

研究責任者：山道 信毅 

連絡担当者：竹内 千尋 

〒113-0033 東京都文京区本郷 7-3-1 

東京大学医学部附属病院 予防医学センター 

Tel: 03-3815-5411（内線 33019）Fax: 03-5800-9522 


